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奈良先端大学際融合領域研究棟2号等外壁改その他工事

工事

1 工事場所豪県生馳市高山町8916

2 成期限令和 8年3月24日火

3 建概要

名称

工種

構造

階数

積(市)

藍ぺ積(州)

防法施行令別表第一の区分

改修面積(市)

傭

策差準法による

地の5 奈先科学技術大学院大学生駒団地構内

壊研究棟2

改修

R

3

558

1.512

項

1.512

4 工事種目

C)印の付いたものが対象工事種目

別及び厘外

VB L

種目工

Φ 2 仮工事

Φ 3 断水改修工事

(シ 4 外壁改修工

5 具改修工

6 内装改修工事

(D 7 塗装改修工

8 耐霞改修工事

(D 9 環墳配庫改工

・プール改工事

・電気霞債工

・機備工事

動実

章

1 Φ用区分

各

共

事
項Φ篭気保安技術者、

工奉用電力設僧の

保安責任者
改修

R

2

3卯

541

7項

541

N棟)

項目

工 事種別

域研交棟2号酋 VBL剛

一式

一式

一式

一式

合

建策準法にづき定まる風圧力及び積荷の算定には次の条件を用いる.
圧力

風速(V伊 32 詞/=)

地表粗度区分・ 1 ・Ξ(D皿・Ⅳ
積
平成12年5月31日建設吉告示筑1455号における区壊別表 32 30鯏素

特一01

種別

実験施設 N棟

一式

一式

一式

一式

5 指定部分

一式

特

6 概成工期

この工事現場に下記いずれかの資格をする電無保安技雨者を選任,る

項目名

第3 気主任衛者以上の資格を有する者
1徹電弧工事施工管理士の賢をる者

学校又はこれらと同等以上の教において、覚氣奉法の規
にづく主任柱術者の資格等に,る省令第7条第1項各号の科目
を修めて辛桑した者

4 旧電無工事技術者櫨定短定規による圧電気工事技術者の検定に合
帯した

昆畏又は商島長の定をけた圧試験に合格した者、

工士のを有る

2急電気工箪工管理士の格を有する者

2 電気工士以上のを有する者

短期大学若しくは等専門学又はこれらと同等以上の教焦設の電
無工学以外の工学に■する学科において一般電無工学(実を含む)
に闘する科目を修めて辛業した者

工事用電力を外から引き込む場合は、怯令にく資格毒を定め、監員に

記

一式

工事仕
1.共通仕様

0)国立大学法人寮良先端科学技術大学院大学工請負等契約粕則の工事鯖負契約、現場説明書、

図面_コ」_枚及び本特記仕様書 2 枚によるほか、下記仕様書等のうち、 0印の付いたものを
適用する.

の公共建築工事標準仕様書築工事)令和7年版X以下「様皐仕楳書」という.)
Φ公共建築改修工事標準仕様書工 令和7年版X以下「改修標皐仕様書」という.)

Φ文部科学省建築工事標皐仕様書特記基準令和4年版X以下「文科仕様書」という.)
Φ文部科学省建築改修工標皐仕様書特記基皐令和4年駈以下「文科改修仕様書」という
Φ工事写真影 令和5年版)
・建築解体工事共通仕楳婁令和4年版)

の建築工事標皐詳細図令和4年胸

事

・無

項

・無

・有

・有

一式

対象部分(
指定部分工期

令和年

Φ

一式

条件

令和

月

年

日

・石熱含有村の調査

月

曜日

【1 3 3-4)【1 3 3-4]

特記仕様
1 本特記仕様書の表記
1 項目は、Φ印の付いたものを用する.
2 特記は、@印の付いたものを適用する.

この工事場では、次の能工条件による

現場説明書別一2による.

()発生材の処理等

日 曜日

4)印の付かない場合は、※印の付いたものを
(D 印と区)印の付いた場合は、共に適用する.

用する.

特記事に記叢の()内示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す.
特記享項に記撒の[ 内表示号は、改修標皐仕様書の当該目、当該図又は当該表を示す.
特記事項に記のα)内表示は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す.
特記享項に記のⅡ]]内表示は、文科改修仕楳書の当該項目、当該図又は当該表を示す.
回印は、「国等による琢墳物品等の調達の推'等にする法律」(平成12年法律筑lm号)に
基づく「環墳品等の餌達の椎逸に関する差本方針(令和4年2月25日変更決定)」に定める
特定調達品における判の基準(特定調達品目「公共工事」においては 1中の品目ごとの判
の差皐をたすものを示す.

電気保安
技術者

3

事前調査 【1 5 1]
工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に甚づき、石鶴含建村の事前鵡査を行う.
貸与貴料(
・分析による石縄含有建村の調査

分析対魚
アウチノライト、アモサイト、アンソフィライト、ウリソタイル、ウロシドライト、

トレモライト

分析方怯

1.2.1 [1.2.1]

4

(1)引しをするもの

なし1)品名

引渡し先

集積場所

2 特別管理産粂庚棄
なし1 品名

処理方法

3)現場において再利用を園るもの

なし1 品名

用箇所

4)再貴頚化妄図るもの

なし1 品名

受入場所

2 品名

(5)モの他曼生村については、極羊仕様書に従い、適切に処理する.

Φ技士

C)環墳への配卑

訂正

種

材料名

令和

する

(D一工程の施工の確認
及ぴ報告

イル下地モルル

(1 3 5)〔1 3 5]

年

・主材料の製

造所の仕様

サンプル敷 1所あたり3サンプル
採取所

・図示による・監員の指示による

月

定性分析方法

(JIS A 1481-1)または

(JIS A 1481-2)

(1 4 1) n 4 1]
策内郁に使用する材料等とは、計園書に規定する所要の品質及ぴ性能を有すると共に、
次の①から④を満たすものとする.

.木質系フローリング、造用バネル、集成材、板積層村. MDF、パーティ
ウレボード、モの他の木質材、ユリア南板、、棲着剤、保忍村、鍾衝村、
.撞料、仕上捷村は、アセトアル〒ヒド及びスチレンを発散しない又は曼散が極
めて少ない材料で、設計回書に規定,る rホルムアルデヒドの放散」の区分に庄じ
た材料妄使用する.
②桂着剤及び埜料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有が少ない材料を
用する.

③検着剤は、可性(フタル酸ジー"ーブチル及びフタル酸ジー"ーエチルヘキシル等
を含有Lない難揮発性の司塑剤を除く)が雨加されていない村料を使用する.

④Φの材料を使用して作られた家具、書菓、実験台、その他の什罫は、ホルムアル〒
ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発倣しないか、晃散が極めて少ない材料を侵
用Lたものとする.

(1 4 2)(1 4.2]
(1)本工に使用する材料は、設計図書に定める品質及ぴ性能の他、通鴬有すぺき品及
び性飽を有するものとする.

(2)製品名が記された材料は、当談製品又は同等品を使用するものとし、同等品を侠用
する場合は監職員の諾を受ける.

(3〕準仕様書にされていない特別な村料の工法については、村料製造所の指定する
工注とする.

(4)本工事に使用する村料のうち、(6)に柵定する村料の製造所等は、以下に指定する
事項を満たすものとし、モの証明となる責料を監職員に橿出して承諾を受ける
ただし、あらかじめ監員の承諾を受けた場合はこの限りでない
・品質及び性能に閏する〒ータを整働していること.
・生崖施設及び品のを適切に行うていること.
・法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取していること.
・製造又は鈍工の実績があり、モの信頼性があること
・安定的な供給が可能であること.
・販、保守等の営業体を整えていること

5 製造所等にする賓料の提出を東める村料

日

仕上塗料
使用量

C)誌工の

蓋用工事種別

タイルエ事

(1 5 4)[1 7 4]
裸皐仕様書に定めがあるもの以外で、次仁示す工程については、族工の確認及び報舌を
盛督員に行うものとする.

行っ工工の及

T

(外補修縮工前に全面打診調をおこない、外壁調告書を監督員に擾出すること)

Φ村料の品等

1 3 11 [1 3 12]

所

(D 施工の立会い

分析方法

UIS A 1朝1-3)、

UIS A 14引→)または

UIS A 1481-5)

()

等

棋皐仕様書等に定めがあるもの以外で、次に示す施工については、監督

外改修工完了後(足場解体)

(D 完成時の提出図書

(1.5.刀[1.フ.刀
欄皐仕様書等に定めがあるもの以外で、次に示す工事殿及ぴ事項については、監督職員の
立会いを畳ける.

施工の立いを行う工

科学技術大学院大学

担当者専門員

技検の種別

タイル張り技士

2)完成写真の撮影にする薯作者の権利等については次のi)及びii)によることと
し、受注者は撮等との契約に当たつてもモれらの承諾を条件とする.

i 提出された写真は、国が行う事務及び国が認めた用途にして、無償で利用する
ことができるものとする.この瞭、著作者名を表示しないこと及びモの利用に必蔓
な範囲で改変を行う二とができるものとする.
iD 曼注者及び撮影者等は、 時に取 Lた全ての写真(侵出していないものを含
む.)及びモの改変、 を公表、閲、譲渡その一切の方法により第三者
に使用させてはならない.ただし、あらかじめ発注者の承諾を受けた場合は、この
限りではない.

3)電子軸品の射象は上記によるほか、轍員と受注春で協を行う.
4)電子成品は、提出前にウイルス対を実箆したうえで監督職員に擾出する

5)橿出方怯及びワアイル影式は以下による

電子媒体Φ弔又はDⅧ・R
C舶データ:^、OXF及び^

が 式上の

外艶調査完了畔

(1.5.2)n 7 2]

次の図書を監職員に提出する.また、それらを本工事目的
利については、発注者に委腺する.
1)成図

(1羚ADデータ(電子納品)及ぴ電子〒ータ(H斧影式
(ヲ'3駈原図
・A1駈原図

でメ3複写図(製本)
部・A1複写図(製本)

)保全に関する'料
(D電子データ(剛:形式)
(DA4ファイル綴じ 部

真橡影」による.)(「工

で翼本電子媒体
ぐ)アルバム(紙又は電子体) 1 部
成写真
工事完成時に次の写真を撮影し、監

影部位

及び箇所数

ぐ)足場等

材料の検査等

(1.5.5)[1.フ.5]

員の検査を受ける.

[2 2.1]【表 2.2 η
「手すり先行工法にするガイドライン」に基づく足場のに当たっては、同ガイドライ
ンの別 1「手すり先行工按による足場の組立て等に関する基皐」における2の②手すり

方式叉は伯)手すり先行専用足場方式により行う.

外足場

する

囲(D工事に必要な筒囲 ・園示による

しない

防躍シート
する

(D工事に必な範囲(範 ・図示による

・設度Lない

内部足場

する

崇脚立、足場板

(:鮫置Lない
村料、撤去村等の運搬方注

種別(・A臣・B橿・堀 ・D種・E種)
C種:利用可なエレベーター ・図示による

D糧・利用可な階殿 ・図示による

※主村料の
造所の仕様

記号

村料の製

造所の仕様

高日射反射
宰防水

年度

令和7年9月

図面番号縮尺

材料名

(1.フ.1~3 [1.9.1-3]
に閣し用するための権

※主材料の鯉

透所の仕様

[3 6 2、 3]

儀考

気荘

・設ける

・設けない

修用ドD

・ける

・設けない

脱気載置

・設ける

・けない

(D既存部分の養生

外鯉正面

a)笛所

影式・サイズ

・子〒ータ UPEGフル

カラー・圧宰V4程度)

・カラー印紙キャビネ判

0,ラー印 キャビネ判

A4アルバム組じ(注)

・カラー木パネル半切

324×4^)

・子データ U咋Gフル

カラー・圧縮牢14程度

・カラー印キやビネ判

ぐ沖ラー印 キやビネ判

斜フルバム綴じ(注)

電干〒ータ

(1EGフルカラー)

・カラー印キャビネ判
A4フルパムじ

・適用する

上記となる

外部:6 所

内都:0笥所

各改修

擡着性試験
易樓着性試験
・引峯接着性試験

員に提出する

侵出

セウト敷及

で潭存都分
養生方法^ニルシート、合板
・存家、既存設備等

養生方怯(※ビニルシート等
・既存ブラインド、カーテン与
蔓生方法(・ビニルシート等
保管場所(・図示による

・固定された備品、机、ロウカー等の移動
・図示による

存郁分に汚染又は傷を与えるおそれのある場合は養生を行う.万一換
場合は、受注者の責任において速やかに修復の処を行う

庸

1 4 4 [1 4 4]

NO SC■1邑

工事名

奈良先

外部
内部

程度

3

・桁工数調

・適用する

素数

箇所

箇所

図面名称

等

大学際融合領域研究棟2号館等外壁改修その他工事

(注)のフルバムは併せて作戒する.

●既存下地の処

4500×3^

ピウセル以

上で像

正を行った

もの

5)施工園・施工計書・完成図書一式
.干データ(P例:影式)

(DA4ファイル綴じ 部

影者

[1.6.2、 3]調査範囲

・図示による

調査方法

・図示による

存郁分の破壇を行った場合の補修方法

・図示による

調査告書(擾出部數・1部

既存下地の械修箇所の影状.さ、数等 [3 2 6]
・回示による

円S工法及びPOS1工法(械的固定方法)の既存保護層を撤去し防水を非徴去とした立上ι
※改皐仕様書3.2.6(4)付)ω①一③による郁等の処

設借機暑架台、配管受部、パラペウト、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出
入口郁等の欠慢部及び防水屠末靖郁の納まり部の処理

濠監督職員と協する

C皿示による
高圧水洗に使用する高圧水洗の性能水圧1岬'以上
入の補及び処:既存入階に面取りしてある場合、不良郁は既存と同材で

補修すること尚、不良部が広範にわたる場合は、徴去の上、ケレン清掃する
こと.

電子軸品は次の規定に従うものとする.
1)貸与する設計図のCめデータは以下による.
著作者名:豪良先婚科学柱術大^大学

策完成写真

の影実績が

ある者で、監

員が承諾
する撮影業者

〔3 1 4] B 7 ?、 3、フ、 8]

ファイル影式:完成図:DXF又は^影式及び刊茅影式工写真:U咋G影式
貸与条件:貸与するC'Dデータを本工における施工図又は完成図の作成の

ため以外に倹用しないこと.

12帥X 960

ピウセル以

上かつ撮影

した〒ジタ

ルカメラの

設定のうち
最高の質

特記仕様

シーリング村の積

ぐ)捷填防永

( 1 )

新設防水屠の種別
改修妖霞

工法種別

X-1

・X-2

・ PO×・ X-1H

X-2H

を与えた

長

国立大学法人

長補佐

偽

・X-1 階段
(江4X -2 踏面,

. X-1H 頴場

. X-2H 立上りHI

●下地調整は不陸をポリマーセメントモルタルで早滑に補修する
塗鼠範囲の20嘗症見込む

シーリング改修工法の種
・シーリング充填工法

ぐ》ーリング再充填工法
・拡シーリング再充壊工庄

シーリング材の種、鮪工箇所
下表以外は、改修標準仕様書表3.フ.1による

所

奈良先

係長

2
 
仮
設
工
事

防
水
改
修
工
事

Φ
 
e

示

1
 
2
 
3

5
6
7
含
9

動



詞査範囲 [1.6.2.3]

()1壁改修範囲
図示による

詞査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する.また、ひび割れ郁の拳動の無、罰ホの有無及び
汁の出の無を調査する.

モルタル鍵仕上げ及びタイル張り仕上げについては淳き郁分を表面に表示し、また欠換の
影状寸生等を餌査する.

コンクリート表西のはがれ及びはく落部を壁面に表示する.
塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を面に

表示する.また、旺存塗填と短上塗材との合性を認する.
眠存部分の破壊を行った場合の袖修方法
・図示による

調査報告書(提出部数@1却

ぐ)モの他 6 工事範囲すぺてのガラスは清掃イオ野'*シ'ト除去を実施する.

・墜注入工法 !4 1 4]

ひび割工法の種顕 注入口冏隔

^2伽~3m@自卦式低圧エポキシ 0 2以上~1 以下
樹空注入工法

9・手動式エポキシ樹烏
注入工法

・機械式エポキシ厨
注入工法

図面名粋

-4 Φ (D 範囲は施工存タイル蔓りの撤

注入状況の確認方怯
楽コアの抜敢りを行う
抜取り数

崇長さ5 ごと及びモの塘敷につき1個

抜取り部の補修方法
豪園示による

・Uカットシール村充填工法
・シーリング材
充填村料の桓類
※1成分影又は2成分形ポリウレタン系

シーリング村のうぇにボリマーセメントモルタルの充壊
・行ラ・行わない

シーリング材の試験は改修極皐仕様書3章防水改修工車に
・可とう性エポキシ樹島
・シールエ注

・バテ状エポキシ畷
・可とう性エポキシ樹弼

ぐ涜壊工法
()エポキシ樹空モルタル
・ボリマーセメントモルタル

・モルタル塗え工法

・現場調合村料

セメントは改修特記仕様婁8-2 コンウリートエによる)

・旺調合材料(

既製目地村

・使用する(影状・園示による
仕上げ厚又は全塗厘が2^を超える場合の置

楽回示による

02以上~03 未満

0 3以上~0.5 未湊

0 5以上~10 以下

・石紀含

事前餌

ロ.2.1一刀

止め捷料捷りの種別
素地面

C)ひび割れ都改修工法

.50-1伽

.1m~2伽

[4 3.5、 6、

注入量(
30

C)欠部改修工法

.150~250

フ、釘

・宙注入工法

工法の臣

@自角式低圧エボギ
樹宙注入工怯

査による 去

・手動式エポキシ樹廊
注入工法

・複械式エポキシ樹腐
注入工法

は下地モルタルまで

6淳き部改修工法

ひび割れ

0.2以上~1

ξ)欠換改修工怯

注入状烹の確認方佳
※コアの抜取りを行う

抜取り敷

豪長さ5 ごと及ぴモの數につき1

抜取り部の槙修方法
・図示による

(Dタイル部分張普え工注 [4.1.4][4.4.5、フ、釘
剤の種
(:)1tりマーセメントモルタル
JISA5557にづく一液反応硬化影変成シリコーン系

タイル彊りの工怯

Cy卜装タイル
改良圧着張り張り

・ユニットタイル

・モザイクタイル張り・マスク璽り

シーリング改修特記仕様書3章防木改修工事による.

【4.1.4][4.4.5、 9~15][4 5.9~15]

丁ン■ーヒ'ンの本数注入口の箇所敷注入
(箇所 no(本州)

一般郁指定部一般郁指定郁岨ノ箇所
※25楽16 ※2

豪2 ※12 ※20 ※25※3

※13 豪20 窯12 楽20 表50

※25楽9 ※16

濠9 ※16 崇9 豪16 ※25

崇9 ※16 崇9 豪16 ※50

※25

注入口間

0 以下@ 2伽一300

02以上一03 未満

0.3以上一0.5 未満

0.5以上~1.0 以下

ア抽ーヒ'ンの本数

(本耐)工法の橿類

一般部指定部

・ンカーピンニング 楽16 ※25

部分エポキシ空注入工庄 .49

・アンカービンニング ※13

全面エポキシ樹宙注入工法
・アンカーピンニング 襲13

全面ポリマーセメントスラリー注入工怯

・注入口付アンカービンニング 6※9

分エポキシ樹阜注入工注
注入口付アンカービンニング 96※9

全面エポキシ樹注入工法
注入口付アンカーピンニング 6 9※9

全面ポリマーセメントスラリー注入工法
充壊工生

二二・モルタル竺各え工怯

アンカーピンの材質

※ステンレス鯛 SUS3叫呼び径^の丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピンの材
※ステンレス(SU郡04)呼び径外径伽口程度

注入工怯用村料

・ポリマーセメントスラリー
広がり連長さ責化量 曲げ性艶引張接着性 吸水性

(取能) σ2時間)(材齢28日).) (村齢2色日)

剖ノ血52) (N/ 52) (%)(9')

15以下3以下3以上 0.5以上 5.0以上

保水係数 035~055 粘調係數 0 50~1 伽
充壊工法用材料

・エポキシ樹闘モルタル
・ポリマーセメントモルタル
モルタル塗え工法用村料

・現場鵡合村料
セメントは改修特記仕様書8-2 コンウリートエ事による)
・既調合村料(
既製目地材

・使用する(影状・図示による
仕上げ厚又は全塗厚が2 を超える場合の置

建村の

.50~1伽

[4 1 4]〔4 4 5、 6]
注入量

.30

.1伽~2伽

.150~250

()淳き郁改修工法

[4.1 4][4.3 9、 10]

ぐ)タイルの影状、寸注等

大学際融合領域研究棟2号館等外壁改修その他工事

工法の種

ンカ^ン^ン

部分エポキシ注入工注

・アンカーンニン

全面エポキシ寄注入工法
・アンカーンニン

全面ポリマーセメントスラリー注入工法・
・注入口付アンカーンニン

部分エボキシ樹厨注入工法
注入口付アンカーピンニング

全面エポキシ樹島注入工法
・注入口付フンカーンニン

全画ポリマーセメントスラリー注入工怯・
・注入口付アンカーンニン

エポキシ樹胞注入タイル固定工法
・タイル郁分彊り替え工法

二タイル張りえ工法

アンカービンの村質
豪ステンレス韻(SUS304)呼ぴ径^の丸棒で全ネジ切り加工したも

注入口付アンカービンの村質
※ステンレス銅(SUS3叫)呼び径外径^程度

ぐ)タイル部分張え工法
接着剤の種

()Rりマーセメントモルタル
・JISA 鶚57に基づく一液反応硬化影嚢成シリコーン樹島系

タイル張りの工法

C)ト装タイル
(油着張り 改良圧着張り

・ユニウトタイル

・モ"イクタイル彊り・マスク菟り

シーリング改修特記仕様書3章防水改修工事による

シーリング村の種瓢

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地
選ポリウレ,ン系

伸縮餌整目地モの他の目地

※変成シリコーン系

シーリングのその他項は、改修特記仕様書3章防水改修工事による.

(D目地ひび割れ郁改修工法 [4 1 4]{4 4 5、 16]

ぐ洲縮調整目地改修工法
詞整目地の位及ぴ寸法

(:岡示による
シーリングは、改修特記仕様書第3章防永改修工による.

[4 1.'][4 3

注入口の箇所数
(箇所ノ市)
一般部抱定部

タイルの影状、寸法等

紅"^轟苗叢':"詩鍔,

S即

ば程の種別は表743)

EP田

鉄銅画(工霍の種別は表7.43)

匡巨^^直0濁・
^^・
^^

単的な偽がりの役は一体成形とする.
本燐き
(所う(飾工箇所:各棟
試験峯り

・行う嫡囲、仕様等は図示による)

(シ製作敷量
タイルの橿類()製作タイル

ひび割れ部の補修

11~16]

注入量

ωノ箇所

石障害予防則第3条第5 に基づく調査における石鶴分析結

タイル+下地モルタル不検出学際融合領域研究樟2号館佛L棟) 外
塗料不検出外学際融合壊研宜棟2 冊L樟)

動物実験施設州棟)外タイル+下地モルタル不検出
動実験施設州椋外塗料の下地詞整村ウリソタイル検出Φ.1-5曳)

詳貴料(証明書及ぴ報告書)は契約後に侵供する.
なお、上記以外で調査が必蔓な場合は、1章石拙含有建村の調査に従い実施する

6塗装

・石絶含有

除去工

訂正 令和 年

塗普え
即

ば程の種別は表7.44)新机

鉄面の鶚を改修敷量と込む

(Σ沖,イル

@2面役タイル
(曲がり役物)

の

月

特記仕様

日

・行う

・行わない

つ

・行わない

・行う

・行わない

行う

・行わない

※50

村の

RC種

・行わない

G〕テわない

止め

※^

え掛り※A種
え隠れ※B種

楽曜
えり※A種

え母れ崇B種

⑱8種

※A種

石含建村の処理

除去対魚範囲

・外壁吹付け材撤去部・園示による

除去工法

※改修諏準仕楳書9.1.3 (2)(アによる
・湿潤化、集により行う

整装の種類

注色グレー)

スター槙様入り)

注色モひ色)

珪色木色)

注色グレー)

ースター槙様入り)

スター槙樟・水句)

鉄銅面

上塗り等紐( 1)紐
つき'面

)紐上塗り等

コンウリート面及び拝

セメント板面

アルミ面

紐( 1)紐
コンクリート面等

()コや有合成樹寄屋内の木
エマルションペ

イント塗りEP田内の韻面
内の亜鉛めつ

・合成樹エマルシヨンペイント

合樹腐エマルション
・ウレタン樹岳ワニスリ(UC

ステインリ

・木村保雁塗料塗り情P

7 Φ下地調整

りの別

製造所・製品名

(株)LI×1L

(株)丸英

(株)湊随社

ぐ濁候性塗料塗り
ΦP

〔フ.4.?、 3]
止めの別

A積
A種

A榎
※B種・A種

※且種・A種
楽B種・A種

フ.4 2 (1Xイ)化)

による

フ.' 2 (1)(イXa)

による

除去した石含吹付け材鵠の処分

・埋立処分管理型最終処分場)
中間処理溶融範設又は無害化処理施設

塗装面
塗普え

改修標皐仕棟書
フ.8.21こよる

改標準仕

フ.8.3による

05 2~7 1? 2]
工程

新

改修標準仕様書

フ.8.21=よる

改棚準

、よる

・ A-1

・ B-1種

・ C-1種
メーカー仕

による

耐久性

(劣化曲げ強さ)
倒/?)

5.0以上 画

り(EP

り{EP-1

楽B種

楽A

楽

豪B種

襲B種

メントステインリ

・オイルステイン塗り(OS)

崇B種・A種楽B糧

( 2 )

2 酋(VBL枷

6箱(11.88■2)

6箱(11.'8開2)

1 箱(1.鮎.2)

1 柿(12 m)

1箱a2 m)

1箱 12 m

国立大学法人

長補佐長

年度

令和7年9月

尺 図面

A

A

・A橿

A

塗え問種の場合の旺存塗区の除去節囲

区劣化部分は除去し、活嘆都分は残す
・図示による

下地調整

6目地改修工生

NO SC81e

特注色

特注色
特注色

動実施設(N棟)

6箱(11.8E.2)

6 (11.8B訊2)

1 箱(1.9加2)

,箱(12 m

1箱(12 m

1箱 12 m

特一02ブ多

奈良先

係長

プレインカラーネオベースカラー

軸色合わせ)磁

・ A橿

科学技術大学院大学

担当者専門職員

耐候性塗料塗りΦP)

指定色

学際融合域研究棟2号ⅣBL棟):モひ色そひいろ "ーフ44

木餓色とくさいろ N-8馳勧実験施設倒棟)

※大日本インキ「日本の伝銃色」第6駈

つや有合成樹エマルションペイント塗(守心)メタリック

製所・製品名

同品*性ファインメタリッウエスケー化研

同等品インターナショナルペイント京性メタルコートシルバー

※外壁塗襲を行う範囲は下地調整材(C・"塗を全面行うこと.

つや合成樹胞エマルションペイント塗り(コン,リート面、モ"価、フ'ラ1,一面、せっこうネ'ード面、

モの僻'-1'面)の整えの合のしみ止め

豪改修標準仕様書表791の工租1の下塗りをしみ止めシーラーとする

、

素地面の種類

不明 りの合

木部
遭明塗料塗りの場合

面

亜めつき

亜めっき

具等)

モルタル画及び

せっこうプラスター面
コンウリート画ΦP以外、

ALCパネル面

押出成形セメント板画

コンウリート面即

せっこう、ード面及

その他ボード

工享宅

奈良先

0 止め塗料塗り

豪

. RC種

楽

※問種

※郎種

卿B橿

・ RA

・R唖

・問種

※RB種

下地調整の極別
塗え

環
配
改
修
工
事

一
一

装
改
修
工
事

え

え費
纓
晋

塗
新
斬
塗
新
新

外
壁
改
修
工
事
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

楽
※
※
崇
楽
※

一
一
一

※
・
※

一
一

査量敷箆の4
 
外
壁
改
修
工
共
通
項

迅
外
壁
改
修
工
事
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

0

5

5

5

2

2

5

2

※
・
選
・
※
・
※
.
※

52

0

0

2

2※
・
※

2※
・
楽 ?

6

02楽
・
※
・
※

※
・
※

02

6

※
・
※
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改修工

工事建物

■学際融合領城研究棟2号館(VBL棟)外改

概要

■動物実験施設(N棟)外改

項目工

1.外の改修

2.塗膜防水塗替え改修

3.シーリング打替え改

4.鋼製部の塗装替え改修

5.外の塗装普え改修

6.その他

エフ口補修

外壁修数量 (考数量

1.外壁の改

2.塗防水塗普え改

3.シーリング打替え改修

4.製部の塗装普え改修

5.外壁の塗装替え改修

6.モの他

部位・工法

工内容

外.エフロレッセンス補修【コンクリート面、タイル面】外壁:浮き・欠損補修【コンウリート面、タイル面】外壁:ひぴ割れ補修【コンクリート面、タイル面】

入口床:既存塗膜防水高圧洗浄、下地調整(ポリマーセメントモルタルにより平滑に補修)の上防滑性ウレタン系塗腹防水(X-2工法)新設

アルミ製建周囲・銅建周囲・打継目地・誘発目地・化粧目地・コンクリート鉄部取合い部、シーリング打ち替え

謂整既存製建下地調整朋種の上DP塗装

既存コンクリート打放しの上 FUE(メタリック塗装)、圧洗浄、下地整村(C-1)塗の上 EP田(メタリック塗装)

笠木めくり点検・アルミパネルめくり点検
アルミ・製建ガラス面:イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

枠,掃軸回転窓.パッキン交換、3段引違い窓:目カバーめくり清掃アルミ建

修【コンクリート面、タイル面】外壁:ひび割れ補修【コンクリート面、タイル面】 外壁:エフロレッセンス補修【コンクリート面、タイル面】外壁:浮き・欠

搬入口床:既存防水圧洗浄、下地調整(ポリマーセメントモルタルにより平滑に補修)の上防滑性ウレ,ン系塗膜防水(X-2工法)新設

アルミ製建具周囲・製周囲・打継目・誘発目地・化粧目地・コンクリート鉄部取合い部、シーリング打ち普え

既存製建・鉄階段・搬入口床台・り廊下鉄部下地整(RB種)の上DP塗装

既存コンクリート打放しの上 FUE(メタリック塗装)、圧洗浄、下地調整村(C-1 塗の上印一G(メタリック塗装)

6m枝張3m幹径0.3斤I×2本8m枝張4m幹径0.3m樹木強剪定
調整建アルミ・製建ガラス面.イオンデポジット除去(ウロコ落としアルミ建.建具枠清掃

渡り廊下根村:ポリカーボネートー時去・再生処理・復旧

学際融合領域研究棟2号館 VBL棟)

単位

ひび割

修

装面

勳物実験施設(N棟

外壁補修図
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,イル面下

數量厶計
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補

塗装面
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0.9

フ.2
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エフロ

修

高圧洗浄(10如a)の上
洗剤にて洗

浮き部補修(タイル面)

(1か所あたりの浮き面積lm2以上

のか所で用する

※全タイル面は高圧洗浄を行うこと。

国立大学法人奈良先科学技術大学院大学

担当者専門職員係長課長補佐

平面

ウ'レー

高圧洗浄(10開Pa)
ユン刎ートひび割れ部エホ"樹脂注入
下地調整塗材CI(吹付面の上
バ,ーンせ上塗塗り
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5
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0
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学際融合領域研究棟2号館外壁改修その他工事
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※全タイル面は高圧洗浄を行うこと。
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A・B・C・E都
既存 50角磁器タイル張り。銅製建具上部は水切りタイル貼り(2面役物ラスター

改外壁補修(ひぴ割れ・欠・浮き部補修)の上、

高圧洗浄(1 A)

アルミ木)D ・ J

既存 アルミ俵合式

笠木を一時撤去して、下地コンクリートの改修

点検を行う。

ひぴれや水等の異常がある場合は、

処を行い、処理完7後、笠木を復旧する。

F アルミサ゛シユ 口

既存 WI,220 X HI,292 × 10 所

改修建周囲シーリング打替え15×10

気密バッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

建具清掃枠共

F部(アルミサッシュオープン窓)
既存 WI,220X HI,292 × 1箇所

改修建具周囲シーリング打替え15×10

建清掃(神共)

H部(アルミパネル)

既存アルミフレーム下地の上、アルミパネル

改修アルミパネルを一時撤去して、

下地コンクリートの点検を行う。

ひぴ割れや水等の異常がある合は、

処を行う。処理完7後、アルミパネルを

清拭し、復旧する。

K アルミザシュ 口

既存 WI,220XHI,290×4箇所

改修具周囲シーリング打替え15×10

密パッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

建具,掃(枠共)

K部(アルミサッシュオープン窓)
既存 WI,220XHI,290× 1箇所

改建具周囲シーリング打替え15×10

具清(枠共)

国立大学法人

課長補佐長

J

H

.

H

W2,00OXH2,095 亜鉛メッキ鋼飯 D P塗り
建周囲シーリング打替え15×10

下地整(RB種)の上枠DP塗装

罪面磁器タイル(グレー・ラスター)貼り
調整共

翻

,,

N I

既存 W2,162XH2,650 1ケ所

改修下地調整(RB種)の上両面DP塗装(枠共)

調整共

ガラス両面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

入口N 2・3

既存 W2,162XH2,650 2ケ所

改修下地調整(RB )の上外面DP塗装(枠共)

建具調整共

0部(ベントキャップ)
改修周囲シーリング打替え10×10

清掃
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奈良先端科学技術大学院大学
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学際融合領域棟2号館VBL棟
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45角磁器タイル張り→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)ーひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

アルミ笠木(既品)→撤去・点検・復旧

45角磁器タイル貼り 100×100×2(特注色)ーひび割れ・欠・浮き部処理

アルミサッシュシルバーアルマイト→無目・建具清(ガラス共)

アルミガラリシルバーアルマイト→建具清

1-

Ⅷ
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特記:補修位は考とし、外壁補修施工前に全面打診調を行うこと。
タイル部分は補修後、高圧洗浄により水洗いすること。

アルミパネル<3.0> FU-BE (メタリック)一撤去・点検・復旧

コン刎ート面仕上A種 FUE (メタリック)→ EP-G (メタリツク)塗替

アルミ笠木 FU-BE (既製品)(メタリック)一撤去・点検・旧

アルミサッシュ FU◆E (メタリック)ーパッキン交換

アルミガラリ FU弔E (メタリック)

アルミバネル<2.0> FU十E (メタリック)→撤去・点検・旧
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A・B・C・E部
既存 50角磁器タイル張り。

改外壁補修(ひぴ割れ・欠・浮き部補修)の上、

高圧洗浄(10WA)

D ・ J部(アルミ笠木)

既存アルミ骸合式

改修笠木を一時撤去して、下地コンクリートの

点検を行う。

ひびれや;水等の異がある場合は、

処を行い、処理完了後、笠木を復旧する。

F部(アルミサッシュ)

既存引違い窓欝2,0舶XHI,292×14箇所

骸殺し窓 WI.065XHI,292× 2箇所

改建周囲シーリング打替え15×10

ガラス外面イオン〒ポジット除去ウロコ落と

建具清掃枠共

G部(アルミガラリ)

既存骸殺しガラリ W2,065XH415×14箇所

改修建具周囲シーリング打替え15×10

建外面清掃

H ・ M部(アルミパネル)

既存アルミフレーム下地の上、アルミパネル

改修アルミバネルを一時撤去して、

下地コンクリートの点検を行う。

ひび割れや浸水等の異常がある合は、

を行う。処理完了後、アルミパネルを

清拭し、復旧する。

K部(アルミサッシュ縦軸回転窓)

既存 WI,220XHI.292×9箇所

周囲シーリング打替え15×10改修

気密パッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落と

清掃(枠共)

K部(アルミサッシュ骸殺し窓)

既存 WI,220XHI,292 ×5箇所

WI.508 X HI.292 × 1箇所

改建具周囲シーリング打替え巧XI0

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし

建清掃(枠共)

L部(アルミガラリ)
既存骸殺しガラリ W24,046XH415×1箇所

改修 周囲シーリング打替え15×10

建外面清掃
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45角磁器質タイル張りーひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)ーひぴ割れ・欠・浮き部処理

アルミ笠木(既品)→撤去・点検・復旧

45角磁器タイル貼り 100×100×2(特注色)ーひび割れ・欠・浮き部処理

アルミサッシュシルバーアルマイト→無目・建具清(ガラス共)

アルミガラリシルバーアルマイト→建具清掃
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工事名

奈良先端大

A

F

図薗名称

学際融合領域研究棟2号館等外壁改修その他工事

学際融合領域研究棟2号館(VBL棟

匝ーヨ

南立面図
A-04

特記:補位は参考とし、外壁補修施工前に全面打診調査を行うこと。

タイル郁分は補修後、圧洗浄により水洗いすること。

アルミパネル<3.0> FU-BE (メタリック)一撤去・点検・復旧

コン刎ート面仕上A種 FUE (メタリック)→ EP-G (メタリック)塗替

アルミ笠木 FU十E (既製品)(メタリック)一撤去・点検・復旧

アルミサッシュ FU十E (メタリック)→パッキン交換

アルミガラリ FU◆E (メタリック)

アルミパ才、ルく2.の FU-BE (メタリック)→撤去・点検・旧

スチール既存FE → DP塗替え
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A・B・C・E都
既存 50角磁器タイル張り。

改外壁補(ひび割れ・欠損・浮き部補修)の上、

圧洗浄 10WA

D ・ J部(アルミ笠木)

既存アルミ骸合式

改修笠木を一時撤去して、下地コンクリートの

点検を行う。

ひび割れや;水等の異常がある場合は、

処を行い、処理完了後、笠木を復旧する。

F部(アルミサッシュ)

既存 3段引違い窓 W2,065XH2,665× 9箇所

骸殺し窓 W2.065 X H2,665 × 1箇所

骸殺し窓 WI,065 X H2.665 × 2箇所

オープン窓 W2,065XH2.665× 1箇所

オープン窓 WI,フフ7XH2,665× 1箇所

改修建周囲シーリング打替え15×10

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

無目カバーを取外し、無目内シーリング打替え

無目内の清掃後、復旧する。

建外面,

G部(アルミガラリ)

既存骸殺しガラリ W2,065XH2,665× 1箇所

骸殺しガラリ WI,7刀XH2,665× 1箇所

改建具周囲シーリング打替え15×10

無目カバーを取外し、目内シーリング打替え

無目内の清後、復旧する。

建具外面清

H ・ M部(アルミパネル)

既存アルミフレーム下地の上、アルミパネル

改修アルミパネルを一時撤去して、

下地コンクリートの点検を行う。

ひぴ割れや浸水等の異常がある場合は、

処を行う。処理完了後、アルミパネルを

清拭し、復旧する。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
,'^

」"_
既存

改

"^

コンクリート面仕上A種の上、 FUE(メタリック)塗装

圧洗浄、外壁補修(ひぴ割れ・欠損・浮き都補修)後、

下地調整材(C-1)の上 EP心(メタリック)塗装

K アルミサ゛シュ 口
.

既存 WI,220 XHI.292 × 11箇所

改修具周囲シーリング打替え15×10

気密パッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

建具清(枠共)

K部(アルミサッシュオープン窓)
既存 WI,220XHI,292×3箇所

WI,508 X HI,292 × 1箇所

改修 周囲シーリング打替え15×10

建具清掃(枠共)
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凡例

既存目地

全て打費え
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イーA
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i-F
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5×10

5×フ

25 × 20
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凡例

既存仕上

改修仕上
及び

改修概要

H

A

h

H

i-A

a

イーF

24,8卯

H

45角磁器タイル張り→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

アルミ笠木(既製品)→撤去・点検・旧

45角磁器タイル貼り 100×100×2(特注色)→ひぴ割れ・欠・浮き部処理

アルミサッシュシルバーアルマイトー無目・具,(ガラス共)

アルミガラリシルバーアルマイト 具,.^

ノーA

北立面図
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学際融合領城研究棟2号館(VBL棟)北立面図
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那

A-05

特記:補位は参考とし、外壁補修施工前に全面打診調査を行うこと。

タイル部分は補修後、高圧洗浄により水洗いすること。

撤去・点検・復旧アルミパネル<3.0> FU十E (メタリック) ^

コン刎ート面仕上A種 FUE (メタリック)一印一G (メタリック)塗替

アルミ笠木 FU-BE (既品)(メタリック)一撤去・点検・旧

アルミサッシュ FU十E (メタリック)ーパッキン交換

アルミガラリ FU-BE (メタリック)

撤去・点検・アルミパネル<2.0> FU-BE (メタリック) 旧ー^

スチール既存FE → DP塗替え

課長

国立大学法人
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A・B・C・E部
既存 50角磁器タイル張り。鋼製建上都は水釖りタイル貼り(2面役物ラスター)

改外壁補修(ひび割れ・欠・浮き部補修)の上、

高圧洗浄(10MPA)

D ・ d部(アルミ笠木

既存アルミ骸合式

改笠木を一時撤去して、下地コンクリートの

点検を行う。 製

ひび割れや水等の異常がある場合は、

処を行い、処理完了後、笠木を復旧する

^

アルミサ゛シュ 口

WI,220 X HI,292 × 10箇所 豊
製周囲シーリング打替え15×10

気密バッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし

具清掃(梓共
笑

F部(アルミサッシュオープン窓) 鼻

既存 WI,220X川,292× 1箇所
'弐吊

改建具周囲シーリング打替え15×10
曼

建清掃(枠共)

^
^

H都(アルミパネル)
愉

既存アルミフレーム下地の上、アルミパネル
婁

改修アルミバネルを一時撤去して、

下地コンクリートの点検を行う。

ひび割れや浸水等の異常がある場合は、

を行う。処理完了後、アルミパネルを

清拭し、復旧する。 婁

器
K部(アルミサッシュ縦軸回転窓)

既存 WI,220XHI,290×4箇所

周囲シーリング打替え15×10改修

気密パッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)
^
^

崟清(枠共)
婁

K部(アルミサッシュオープン窓)
既存 WI'220X印,290× 1箇所

改修建具周囲シーリング打替え15×10

建具清掃(枠共)
竺

W2,162 X H2,650 1 ケ所

§下地調整(RB種)の上両面DP塗装(枠共)

建具調整共

科学技術大学院大学

担当考専門職員

工事名

奈良先

外
472

バラベ,ト王蛙 d

園面名弊

H

K

年度

令和7年9月

図画香号柚尺

N部(2・3階搬入口)

既存桝2,162XH2,650 2ケ所

改修下地調整(RB種)の上外面DP塗装(枠共

建具調整共

0部(ベントキャップ)
改周囲シーリング打替え10×10

清掃

軽量鉄骨天井下地
ケイカルシウム板梗存置
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1 白がリ役

H
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[壷i亘]

ひびれ補修ケ所

剥落・剥補ケ所

エフ口補修ケ所

打継目地+タイル伸縮目地

誘発目地

誘発目地

^
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^
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A
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1伽角謹暑,イル貼り存量

バラペット天埼
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面図南面Ⅸ19・惣の

C
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SUS 水切

@

1 白がリ役物

匡颪コ

宮
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外豊面

@
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5×フ

25 ×20

2.1伽
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凡例

既存仕上

改修仕上
及び

改概要

1.^

貫

B

?仁'

マ

F部(アルミサッシ旦)_

既存 3段引い窓 W2,065XH2,665× 9箇所

W2,065 XH2,665 × 1箇所骸殺し窓

WI,065 X H2,665 × 2箇所骸殺し窓

オープン窓 W2,0価XH2,6鉐X I

オープン窓 WI,7刀XH2,665× 1箇所

周囲シーリング打替え15×10改修

ガラス外面イオンデボジット除去(ウロコ落とし)

目カバーを取外し、目内シーリング打替え
無目内の清掃後、復旧する。

建外面清掃

G部(アルミガラリ)
既存骸殺しガラリ W2.065XH2,665× 1 所

骸殺しガラリ WI,刀7XH2.6鉐X 1箇所

製改修建具周囲シーリング打替え15×10
目カバーを取外し、無目内シーリング打替え

目内の清後、復旧する。

外面清掃

H ・ M部(アルミパネル)

既存アルミフレーム下地の上、アルミパネル

改修アルミパネルを一時撤去して、

下地コンクリートの点検を行う。

ひび割れや浸水等の翼常がある場合は、

を行う。処理完了後、アルミパネルを

清拭し、復旧する。

面図東面(Υ15・Υ16)

目カバー

アプロー手

@

45角磁器質タイル張り→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひぴ割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

アルミ笠木(既品)→撤去・点検・復旧

45角磁器タイル貼り 100×100×2(特注色)ーひび割れ・欠・浮き部処理

アルミサッシュシルバーアルマイト→無目・建具清掃(ガラス共)

アルミガラリシルバーアルマイトー具,掃

F

スロープ分

目カバー

大学際融合領域研究棟2号等外壁改修その他工

器

2FL
マ

目カバー

学際融合領域研究棟2号館(VBL棟)断面図

G

@

目カバー

3 1伽

^^

C 断面図北面Ⅸ1卜惣の

@

」瓢_
既存コンクリート面仕上A種の上、FUE メタリック)塗装
改修圧洗浄、外壁補ひぴ割れ・欠損・浮き都補修)後、
下地調整材(C-1)の上 EP-G(メタリック)塗装

K部(アルミサッシュ縦軸回転割
既存 WI,220XHI,292 × 11箇所

周囲シーリング打替え15×10改修

気密パッキン交換

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

建具清掃(枠共)

K部(アルミサッシュオーサプ;イ窓)
既存 WI,220XHI,292×3箇所

WI,508 X HI,292 × 1箇所

周囲シーリング打替え15×10改修

建具清掃(枠共)

A-06

アルミパネル<3.0> FU十E (メタリック)→撤去・点検・復旧

コン刎ート面仕上A種 FUE (メタリック)→ EP-G (メタリック)塗替

アルミ笠木 FU一圧(既製品)(メタリック)→撤去・点検・旧

アルミサッシュ FU十E (メタリック)→パッキン交換

アルミガラリ FU十E (メタリック)

アルミパネル<2.0> FU◆E (メタリック)→撤去・点検・復旧

スチール既存FE - DP塗替え

国立大学法人

課長補佐長

儲

奈良先

係長
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アルミパネル取付部詳細図

左右スライド

V5

上下左右

スライト

アルミパネルファスナー熱 収機

アルミパネルコーナーム詳細図 V5

改修パネルを一時撤去して、下地コンクリートの
打継目地、誘目地のシーリングを打ち直す
他、異常がないか点検を行う。
ひぴ割れや浸水等の異常がある場合は、
処置を行い、処理完了後、パネルを復旧する。
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バラペット天
マ

匹L
マ

C

B
A

/一侍腫*

A・B・C・D部

既存 50角磁器タイル張り。建具上都は水切りタイル貼り(2面役物ラスター

改修外壁補修(ひび割れ・欠損・浮き部補)の上、圧洗浄(10MPA)

G部(アルミルーバー扉)

既存フラッシュ戸アルミルーバー(シルバーアルマイト)仕上げ

改鉄部(骨組・ T番)を下地調整(RB種)の上 EP-G(メタリック)塗装

調整共

H部(アルミサッシュ)

既存饌殺し窓 W915X川,375×3箇所

改修建具周囲シーリング打替え15×10

ガラス外面イオンデポジット除去ウロコ落とし

1部(アルミ笠木)

既存アルミ FU十E(メタリック)

改シール撤去後、笠木を一時撤去して、下地コンクリートの点検を行う。

ひぴ割れや水等の異常がある合は、処を行う。

処理完了後、笠木を復旧しシール処理を行う。

^
^
"ユ

^・
マ

.,

、

匝ーヨ

'拶

物実験施設(N棟)北立面図

A

b

fA
C

/- B

/-A

C

D

X7

G

工事名

奈良先端大

O N■契:

6,200

訂正

多

0

B

令和

物実験施設N棟位図

X6

A

図

C

年

C

/ー'
C

/- B

/-A
B

/-A O

A

月

D

B

日

凡例

外壁改修

図面名辱

b

J部(屋外鉄骨階段)
既存

A

A

^^

年度

令和7年9月

図面春号筒尺

^^

鉄骨階段

梁:コンクリートW350XH450

支柱: L-75×75 ×9

:ベースPL-12 250×250

リブPL-12

ブレース: L一乃X75×6

リブPL-6×200× 200

ササラ桁:[-200×80×フ.5 × 11

床: CHPL- t 4.5

根太 L-75×75×6

補強アングル L-50×50×6
踏面: CHPL- t 4.5

手摺・支柱 38φ一2.3

横桟・手摺り子 32φ一2.3

下地調整(RB種)の上 DP 装

C

B

D

'^

凡例

既存目地

全て打昔え

X5

A
C

C

.

直0亜打細"""髄醜
直a亜醗既
直0亜醗既

学際融合領城研究棟2号館外壁改修その他工事

ひび割れ補ケ所

剥落・剥補ケ所

エフ口補ケ所

A

6,200

18,600

A

8

B

X4

A

^^

図、,図

C

改修

■^^

A

B

D

A

8

C

C

A

5×10

5×フ

25 × 20

X3

y都..
既存

改修

凡例

既存仕上

改仕上
及び

改概要

/-A C

D

スチール

下地調

6,200

A

フタル酸樹脂エナメル塗装

(RB種)の上 DP塗装

45角磁器タイル張り→ひぴ割れ・欠・浮き部処理

同上様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひぴ割れ・欠・浮き部処理

45角磁器質タイル貼り 100×100×2(特注色)→ひぴ割れ・欠・浮き部処理

アルミパネル(シルバーアルマイト)

アルミルーバー(シルバーアルマイト)

アルミルーバー扉→丁番EP田(メタリック)塗装・建具調整

W160OXH2470 1ケ所

下地調整(RB種)の上

建具調整共

X2

A

上都_
既存コンクリート面仕上A種

改修圧洗浄、下地調整材(C-1)の上 EP心メタリック)塗装

型都_
既存ポリカーボネート曲面

改修改一時撤去後、再生処理(黄ぱみ落とし後、ードコート)を行い、再飽付檎位置はとし、外壁施工前に全面打診調査を行うこと。
タイル部分は補後、高圧洗浄により水洗いすること。

アルミサッシュ・ガラリ(シルバーアルマイト)→具清(ガラス共)

アルミ笠木 FU-BE(メタリック)一撤去・点検・復旧

スチール既存FE → DP塗替え

スチールドア既存FE → DP塗替え

コンクリート面仕上A種 FUE(メタリック)→ EP-G(メタリッケ)塗替

ベントキャップ

ポリカーボネート曲面貼一撤去・清掃・復旧

B

A
C

G

A

XI

両面DP 装(枠共

北側立面図

1:100

国立大学法人

課長補佐長

儲 A-08

奈良先

係長

科学技術大学院大学

担当者
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^^
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^^

■■

^^

, ^

^^1^

■■

YI

A・B・C・D部

既存 50角磁器質タイル張り。建上部は水切りタイル貼り(2面役物ラスター

改外壁補修(ひぴ割れ・欠損・浮き都補修)の上、圧洗浄(10MPA)

H部(アルミサッシュ)

既存骸殺し窓 W915X川,375×3箇所

改修建具囲シーリング打替え15×10

ガラス外面イオンデボジット除去(ウロコ落とし)

1部(アルミ笠木)

既存アルミ FU十E(メタリック)

改修シール撤去後、笠木を一時撤去して、下地コンクリートの点検を行う。
ひぴ割れや浸水等の異常がある場合は、処を行う。

処理完了後、笠木を復旧しシール処理を行う。

'1
^1^^

6,200

冒■

堅里じ

「颪砥盃画「

9

,頁云!金

(存)EXP.J金物外壁用

口

y皇_
既存

改

Y3

^'^

スチール

下地調整

15,500

フタル酸樹脂エナメル塗装

(RB種)の上 DP 装

6,200

図口1
B

^

C

C

A
B

K

訂正

b

.肌■

"彫'0

動物実施般N棟位図

令和

A 図

/-A
C

/- B

/-A
B

/-A C

fA
C

/- B

D

/-A
B

/-A C

首.

年

C

B

D

Y5

K部(1階正面玄関鋼製扉)

既存 W2,150XH3,085 1ケ所

改修下地調整(RB種)の上外面DP塗装(枠共)、ただし一部印心メタリ

建調整共

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

K 2 入口

既存 WI,60OXH2,360 1ケ所

改修下地調整(RB種)の上外面DP塗装枠共

建具調整共

月

3,100

命

B

凡例

外壁改修

A

C

A

.^

凡例

既存目地

全て打昔え

B

年度

令和7年9月

図面看号尺

a

工事名

奈良先端大

Y6

直0亜打細辧"帥細"
直● 誘発目地

直0冨醗既

ひび割れ補ケ所

剥落・剥離補ケ所

エフ口補ケ所

3,100

B

上畳_
既存コンクリート面仕上A種

改修高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上 EP-G(メタリック)塗装

型都_
既存ポリカーボネート曲面

改修一時撤去後、再生処理(黄ぱみ落とし後、ハードコート)を行い、再取り付け

A

存)煙突

C

図■名粋

A

学際融合領城研究棟2号等外壁改修その他工事

動物実験施設(N棟)東立面図

^^

^^

Υ7

a

匝亟ヨ

司

6,200

A

5×10

5×フ

25 × 20

凡例

既存仕上

改仕上
及び

改概要

^^

15,500

す0

パラペット

45角磁器タイル張りーひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

45角磁器質タイル貼り 100×100×2(特注色)→ひび割れ・欠・浮き部処理

アルミバネル(シルバーアルマイト)

アルミルーバー(シルバーアルマイト)

アルミルーバー扉→丁番EP-G(メタリック)塗装・建具調整

Υ9

マ

貯L
マ

L

6,200

Y11

IFL
マ

東側立面図

特:補修位は参とし、外壁補修施工前に全面打診調査を行うこと。

タイル部分は補修後、高圧洗浄により水洗いすること。

アルミサッシュ・ガラリ(シルバーアルマイト)→建具清(ガラス共)

アルミ笠木 FU◆E(メタリック)→撤去・点検・復旧

スチール既存FE - DP塗替え

スチールドア既存Fε一 DP塗替え

コンクリート面仕上A種 FUE(メタリック)- EP-G(メタリック)塗替

ベントキャップ

ボリカーボネート曲面貼→撤去・,掃・復旧

1:100

課長

国立大学法人

課長補佐

儲 A-09

奈良先

係長

科学技術大学院大学

担当者卑門職員
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バラペット天
▽

鮓L
口

叉

(存)煙突

,尽匪'.
^^

■二二■

C

b

IFL

/-A
C

/- B

C

D

工事名

奈良先端大

(図Ⅱ.図
^^

冒匪" 0
A
C

^^

^^

Ir。

A・B・C・D部

既存 50角磁器タイル張り。建上部は水切りタイル貼り(2面役物ラスター

改修外補修(ひび割れ・欠・浮き部補修)の上、高圧洗浄(10MPA)

H部(アルミサッシュ)

既存アルミ窓 W915XHI.3乃X3箇所

改修アルミ具周囲シーリング打替え15×10

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

H部(アルミガラリ)

既存アルミガラリ WI,60OXH415×1箇所

改修アルミ製周囲シーリング打替え15×10

H 4'6M^^ AB

学際融合領域研究棟2号

^^

^^

ト

動物験施設(N棟)西立面図

A

盟二二亜

C

匝匝]

外壁改修その他工事

H

「蔽再而画「

年度

令和7年9月

尺 図面

1部(アルミ笠木)

既存アルミ FU十E(メタリック)

改修シール去後、笠木を一時撤去して、下地コンクリートの点検を行う。

ひぴ割れや浸水等の異常がある合は、処を行う。

処理完了後、笠木を復旧しシール処理を行う。

^^^

匡闘凹,

C

Y11

D

A

C

6,200

A

B

計B

1:100

A

轟

^^

皿匪'0
^^

B

存置)EXP.゛金物外壁用)

訂圧

A

動物実験施設N棟位伍図

令和

Y9

年

"都_
既存

改修

B

a

A

月

B

15,500

B

日

凡例

外壁改修

1 図■

スチール

下地調整

C

6,200

A

B

図

Q

0'函皿

H

フタル酸樹脂エナメル墜装

(RB種)の上 DP 装

ーー

凡例

既存目地

改修

WI,60O X H2,470 1 ケ所

WI,60O X H2,360 1 ケ所

下地調整(RB種)の上外面DP塗装(枠共)

調整共

ガラス外面イオンデポジット除去(ウロコ落とし)

C

^

区0亜沈恥""髄恥
区●ヨ誘如地
置●潤醗既

B

ひぴ割れ補修ケ所

剥落・剥離補ケ所

エフ口補ケ所

^^

A

上凱_
既存コンクリート面仕上A種 FUE(メタリック塗装

改修圧洗浄、外壁補(ひび割れ・欠・浮き郁補修)後、

下地調整材(C-1)の上 EP-G(メタリック)塗装

K

B

型債E_
既存ポリカーボネート曲面貼

改一時撤去後、再生処理(黄ぱみ落とし後、ハードコート)を行い、再取り付け

C

Υ7

3,100

A

5×10

5×フ

25 ×20

Y6

凡例

既存仕上

改仕上
及ぴ

改概要

3,100

■冒

45角磁器質タイル張り→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上様入り(ラスタータイル) 200(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

同上模様入り(ラスタータイル) 100(目地芯)→ひび割れ・欠・浮き部処理

45角磁器タイル貼り 100×100×2(特注色)→ひび割れ・欠・浮き部処理

アルミバネル(シルバーアルマイト)

アルミルーバー(シルバーアルマイト)

アルミルーバー扉→丁番EP-G(メタリック)塗装・建具調整

^^

Y5

既存

範囲

改修

^^

■■

コンクリート面仕上げA種塗防水

庇全面

高圧洗浄の後、下地調整(C-1)の上、防滑性ウレタン系塗膜防水(X-2)

6,200

15,500

^^

■皿

Y3

6,200

特記:補修位は参考とし、外壁補修施工前に全面打診調査を行うこと。

タイル部分は補修後、高圧洗浄により水洗いすること。

アルミサッシュ・ガラリ(シルバーアルマイト)→建具,掃(ガラス共)

アルミ笠木 FU十E(メタリック)→撤去・点検・復旧

スチール既存FE → DP塗替え

スチールドア既存FE → DP塗替え

コンクリート面仕上A FUE(メタリック)→印一G(メタリック)塗替

ベントキャップ

ポリカーボネート曲面貼→撤去・,掃・復旧

A-10

課長

国立大学法人

課長補佐

YI

゛、

西側立面図

儲

奈良先端科学技術大学院大学

係長 担当者専門員
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外椣図
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^^
^^

本工事建

A-11

搬出

鹿下

入

S舛マス育室5

司1 '

[1甲痴, 更衣室

、'

荷用
EV

PR

司

験窒3

マウス

冑宣2

.

上用

εV

'登
風戸

雁膨
11陰

赤宜コーナー

マウス

育窒1

720×5卯

■IL,
■1^^
■,

6.200

^

強剪定:樹 6m枝張3m幹径0.3m

XI

胆盤皿Ⅱ血、
^

東側立而図

渡り

既存

下北(H2,885)

渡り廊下

支柱 H-250 × 250 × 9 × 14 @310O FU十

水平スチフナー PL-9 FU十

梁柔間: H-100× 100× 6 ×8 FU十

BPL-25 × 225 × 225 FU-E

梁(桁行): H-100× 100× 6 ×8 FU壬

BPL-25 × 225 × 225 FU E

照明用配:スチール34φ一2.3 FU十

根:ポリカーボネート曲面貼

スチール部:下地調整(RB種)の上 DP塗装

屋根:一時撤去後、再生処理(黄ばみ落とし後、ハードコート)

Y5

3.100

X3

艮外櫨置場

Y6

Im

2卯

改修

1"

本工事建

訂正

X5

、,
ゞ、、、、,

令和

強剪定:樹高8m枝張4m幹径0.3m

訂^

年 月

渡り下東(H3,205)

既存渡り廊下

支柱 H-250 × 250× 9 × 14 @3100
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